















学位授与年月日 平成 17 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
薬学系研究科応用医療薬科学専攻








る統計量の分布推定を行う Resampling 法もその一つである。今回は、 Rsampling 法の代表的な手法の一つである
Bootstrap 法を主として用い、新規計量薬学手法の開発及び、検証を行った。
Bootstrap 法ではまず、観察標本から重複を許した抽出である復元抽出を繰り返し行い、観察標本と同サイズの








































が判断されなければならない。この違いは、例えば 25.0 と 25.1 のような、実用的に意味のない微小な差に対する平
均値の差の有意性検定において両者に差があると判断されるといった、判断のズレを生じる原因となっている。 Ho ・
μ1""μ2 を判断する検定手法は存在するものの、検定者による主観性が顕に入ること、検定対象が限られていること
等の問題点を持つ。そこで Ho:μ1""μ2 をより客観的に判断する新規手法を、 Bootstrap 法を用いて開発し、その検
~iEを行った。
新規手法では、 Bootstrap 標本から検定統計量の信頼区間を算出し、信頼区間の上限と下限の Bootstrap 分布を構
築する。その両分布を基に有意水準に基づく信頼区間の(1一 γ)x 100%信頼区間を算出し、その区聞から帰無仮説を









標本再抽出法に代表されるコンビュータ集約型統計解析法は、主として 80 年代に提案されたものであるが、 90 年




まず申請者らのグ、ループは、多重比較法における実質の α の決定に標本再抽出法を用いることにより、 Bonferroni













るを得なかったことに着目し、やはり標本再抽出法を用いることにより、 μ 王子 μF 的な帰無仮説を検定できる、新規
検定法を開発した。この手法は、薬剤疫学のように多数のデータを取り扱う分野での応用が期待される。
以上のように、これらの研究結果は、医薬学分野における様々なデータ解析に新たな展開を促すものであり、博士
(薬学)の学位授与に値するものと判断する。
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